
　
「
武
者
踊
り
」は
、
演
技
が
複
雑
で
体
得
に
時
間
が
か

か
り
、
必
然
的
に
全
地
域
的
な
大
き
い
式
典
で
の
み
披

露
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
歌
の
調
子
に
中
世
的
な
印
象
が

あ
り
、
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑
に
身
を
固
め
、
凱が
い
せ
ん旋
と
郷
土
の
士
気
高
揚
、

君
主
へ
の
忠
誠
心
を
示
し
た
踊
り
で
す
。　

　

ま
た
、
秋
の
八
幡
神
社
で
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
古
式
の
み
こ
の
舞「
内な
い

侍じ

舞ま
い

」が
行
わ
れ
、

そ
の
年
の
当
番
自
治
会
が
奉
納
し
ま
す
。
儀
式
の
中
で

行
わ
れ
る「
直な
お
ら
い会
」は
大
変
古
い
様
式
の「
空か
ら
す
い
も
ん

吸
物
」を
含

み
、
唯
一
存
続
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
れ
、
毎
年
島
外

か
ら
の
見
学
者
が
あ
り
ま
す
。
夏
に
は
全
国
か
ら
や
っ

て
来
る
美
術
大
学
生
た
ち
の
展
覧
会「
甑
で
、
つ
く
る
」

が
、
新
し
い
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
40

人
の
若
者
た
ち
と
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
青
少
年

育
成
部
会
員
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
で
、「
チ
ャ
イ
ル

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
大
盛
況
で
し
た
。

　

伝
統
行
事「
か
ず
ら
た

て
」も
、
帰
省
・
観
光
客

の
あ
ふ
れ
る
お
盆
に
に
ぎ

や
か
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
の
保
存
と
時
代
を

開
く
知
恵
、
状
況
を
見
据

え
な
が
ら
、
地
域
再
生
を

模
索
し
て
い
る
里
町
で
す
。勇壮な姿で、踊る｢武者踊り｣

古式ゆかしいみこ（中学生）の「内侍舞」

■問合先
　里地区コミュニティ協議会

■所在地
　〒 896-1101
　里町里 1910
　 ･ 09969（３）2958

第20回

甑
島
の
玄
関
口
。
本
土
に
最
も
近

い
里
町
は
、
ト
ン
ボ
ロ（
陸
繋
砂

州
）の
地
形
の
上
に
形
成
さ
れ
た

町
。
自
然･

歴
史･

文
化･

産
業
の

豊
か
な
調
和
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

伝
統
芸
能
・
イ
ベ
ン
ト

平成20年１月25日号　No.79

46年間続いている婦人会
の海岸清掃。毎月第３日
曜日の早朝に行います。

桜の植栽。みんなで汗を
流したボランティア活動。
春のお花見が、楽しみ。

　

里
町
は
、
甑
島
の
北
東
端
に
あ
り
、
本
土
に
最
も

近
く
、
上
・
下
甑
島
の
玄
関
口
に
位
置
し
ま
す
。
高

速
船
で
55
分
、
フ
ェ
リ
ー
で
は
75
分
で
結
ば
れ
、
集

落
の
ほ
と
ん
ど
は
ト
ン
ボ
ロ（
陸り
く
け
い繋
砂さ

す州
）地
形
の
平

野
部
に
あ
り
ま
す
。

　

遺
跡
や
史
跡
も
あ
り
、
古
代
か
ら
の
歴
史
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
化
を
幾
重
に
も
重
ね
た
よ
う
に

作
り
上
げ
、
古
期
岩
層
や
世
界
に
誇
る
珍
し
い
地
質

と
地
形
の
自
然
、
さ
ら
に
特
有
の
気
象
な
ど
と
相
ま

っ
て
、
住
む
人
々
に
現い

ま在
に
も
続
く
深
い
影
響
を
与

え
、
も
や
い
の
精
神（
相
互
扶
助
）な
ど
、
心
の
文
化

が
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

海
岸
線
は
湾
曲
に
富
み
、
上
甑
町
に
つ
な
が
る
長

目
の
浜
湖
沼
群
は
、
学
術
上
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

晴
れ
た
日
の
、
空
・
海
・
湖
沼
の
青
々
と
し
た
素
晴

ら
し
い
世
界
は「
ま
ど
ろ
め
る
お
と
ぎ
の
国
」と
い
っ

た
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
創
生

資
金
を
活
用
し
て
掘
っ
た
甑
島
唯
一
の
温
泉
が
里
港

近
く
の
交
流
セ
ン
タ
ー「
甑
島
館
」に
あ
り
ま
す
。

　

里
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、
町
内
の
団
体

の
す
べ
て
を
網
羅
し
、
人
口
約
１
４
０
０
人
、
６
９

７
世
帯
、
５
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
筆
し
た
い
の
は
、
里
地
区
の
婦
人
地
域
連
絡
協

議
会
の
活
動
で
、
昭
和
35
年
か
ら
現
在
ま
で
46
年
間

に
わ
た
っ
て
、
毎
月
、
地
域
の
海
岸
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
旧
運
輸
省
や
県
、
全
国
海
洋
協
会
か

ら
表
彰
さ
れ
、
さ
ら
に
昨
年
は
本
市
環
境
美
化
功
労

者
団
体
と
し
て
市
衛
生
自
治
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
12
月
に
み
な
と
公
園
や
海
岸
通

り
に
潮ち
ょ
う
が
い害
防
備
お
よ
び
環
境
美
化
を
目
的
と
し
た
、

桜
１
５
０
本
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
や
ト
ベ
ラ
な
ど
計
２
６

０
本
の
植
栽
を
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
参
加
し
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
行

い
ま
し
た
。
自
治
環
境
部
会
を
中
心
に
、
春
の
突
風

や
、
夏
の
日
照
り
に
も
負
け
な
い
よ
う
、
大
切
に
育

て
て
い
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
、
経
済
の
低
迷
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
地
域
に
誇
り

を
持
ち
、
美
し
い
町
づ
く
り
に
力
を
合
わ
せ
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

〜 

里
地
域
里
地
区
編 

〜

〜 

里
地
域
里
地
区
編 

〜

平成 19 年度産業廃棄物
セミナー開催のお知らせ
●とき＝２月 10 日（日）
　13：30 ～ 16：00
●ところ＝国際交流センター
●定員＝先着 400 人
●申込締切＝１月 31 日（木）
●申込方法＝電話
●申込・問合先＝県廃棄物・リサイ
　クル対策課　薩摩川内市駐在
　 0996（21）1220


